
エゾシカを減らして知床の森を守ろう！ 
～関係者連携によるエゾシカ捕獲と今後の展望～ 

 

 
はじめに 

知床半島におけるエゾシカは，明治時代の大雪や乱獲

の影響で，一度は地域的に絶滅をしたが，1970 年代に入

ってから阿寒方面より個体群が移動してきたことにより

再分布をしている (1)。その後，同半島の主要な越冬地の

一つである知床岬での越冬数は 1986 年の 53 頭から急激

に増加し，1998 年には 592 頭に達し，以降は増減を繰り

返しながらもほぼ同じ数で推移している (1)。他の主要な

越冬地でも同様の傾向が見られており，越冬地を中心と

した樹皮食いによる特定樹種の激減と更新不良，林床植

生の現存量低下と多様性の減少など，知床世界自然遺産

地域の環境に様々な影響をもたらしている (1)。そのため，

エゾシカを適切な個体数に維持するなど早急の対応が必

要である。

これまでも知床半島では，斜里町や環境省を中心にエ

ゾシカ捕獲が行われてきた。斜里町はウトロ高原や市街

地に近い半島基部の農地等で，環境省は半島先端部など

世界遺産地域でエゾシカ捕獲を実施している。しかし両

機関とも，半島の中間地点である「真鯉（まこい）地区

～ウトロ地区」(図－1)の捕獲には手が回らない状況であ

る。その結果，当地はエゾシカの集積地になっているこ

とが知床科学委員会エゾシカ陸上生態系ワーキンググル

ープ会合（以下エゾシカ WG）で指摘されており，対応

が求められていた。このことから当地域に対して，北海

道森林管理局が本格的な捕獲を実行することにした。

平成 25 シカ年度（シカ年度とは 6 月から翌年 5 月まで

を指す）には，ウトロ地区において請負事業による「囲

いワナによるエゾシカの捕獲」と「民間資金のみによる

捕獲事業」，真鯉地区では「林道除雪による一般狩猟への

支援」を実施し，合計 187 頭の捕獲に貢献した。本稿で

は，これらの取組における関係機関等との連携及びエゾ

シカ個体数削減へ向けての今後の施策展開方向に焦点を

あてて報告する。

囲いワナ捕獲事業の実施 

1) 知床における囲いワナ捕獲の利点

エゾシカ捕獲には銃猟など多数の手法が存在するが，

今回は囲いワナによる捕獲を選択した (図－2)。知床半島

では，オジロワシ等希少鳥類が多数営巣しているが，囲

いワナには銃猟と比較し騒音が少なく，上記鳥類への悪

影響をかなり避けやすいという利点がある。また，安全

確保が比較的容易であり市街地や公道の近くでの実施が

しやすい利点もある。 

2) 捕獲時期の選択

平成 25 シカ年度の囲いワナ捕獲時期はエサ資源の乏

図－1 H25 年度捕獲実施個所位置図及び捕獲頭数

図－2  今回設置した囲いワナのイメージ

しくなる 12 月～5 月とした。しかし，4 月～5 月前半に

はヒグマの出没が見られ，周辺住民や捕獲作業に危険を 

及ぼす可能性が生じたことから捕獲を中断せざるを得な

かった。

3) 関係者との連携や情報の収集

今回のエゾシカ捕獲事業では，特に効果的な捕獲場所

選定等について関係者との連携に注力した。

(1) 環境省との連携

環境省とは主に捕獲場所について連携を図った。今回

の捕獲事業とほぼ同時期に，環境省も囲いワナ捕獲を実

施することになったものの，環境省の設置箇所候補は１

箇所に限られ選択の余地がない状況であった。これまで
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ーモバイルカリング）を実施している。サンデーモバイ

ルカリングには大きなメリットが 2 つあり，伐採木の枝

葉による誘引効果が期待できる点並びに施業地を活用す

ることにより，除雪経費をかけずに捕獲を実施可能な点

である。 これにより，通常のモバイルカリングよりも給

餌と除雪の面でコストの低減が可能となる。立木の売買

にあたり，買い受け業者と北海道の間で，日曜日は伐採

などの作業を休止するとともにシカ捕獲に協力すること

を条件とした契約を締結しているため，日曜日の捕獲が

可能となった。

2013 年ではシカの沢林道（延長 1.3 km）で実施し，2014
年では新たに風澗第一（支線）林道（延長 1.3 km）を追

加した。 シカの沢林道では 2014 年は森林施業を実施し

ていなかったが，伐採木による誘引効果を検証するため

に対照区とした。

2013 年では 4 日間で計 18 頭捕獲した。捕獲当日のみ 5
kg のサイレージを給餌したが，捕獲場所は餌場以外での

捕獲がほとんどであった。給餌をしなくとも伐採木の枝

葉が餌の誘引効果の役割を担うと考えられたため，2014
年では給餌を行わないこととした。

2014 年の捕獲において，対照地として伐採作業を行っ

ていないシカの沢林道では，1 頭しかシカを捕獲するこ

とが出来なかった。 一方，伐採作業を行っていた風澗第

一林道では，給餌をしなくとも 11 頭捕獲することが出来

た。 このことから，伐採木の枝葉は誘引に貢献している

ことが示唆された。 ただし，シカにとって伐採木の枝葉

は，厳しい越冬環境で餌資源が無くなると食べる程度で

あり，嗜好性は状況によって依存することが推測できる。

サンデーモバイルカリングは，除雪における経費が削減

でき，伐採木の枝葉の誘引効果も期待できることから，

捕獲を行うことに非常に意義があるといえる。

おわりに 

モバイルカリング実施後は課題や改善のための工夫に

ついて関係機関で話し合い，前年の課題に対する取り組

みがシカの捕獲効率にどのような効果をもたらしたかを

検証し，翌年のモバイルカリングの更なる効率化を図っ

ている。また，得られたノウハウは速やかに公開するた

め，報告会やホームページを通して普及を進めている。    

ホームページでは，モバイルカリングを視覚的に分か

りやすく示したマニュアルを掲載している（図-7）。マニ

ュアルでは，モバイルカリングの定義や概要だけでなく，

他地域で実践することを想定し，法令や事業経費に関す

る内容をはじめ準備段階で検討すべき項目や報告会でよ

く聞かれる質問を Q&A 形式にまとめたものについて記

載するとともに，過去の事例の詳細は別冊にして取組み

を蓄積している。

4 年目となる 2015 年のモバイルカリングでは，これま

での 3 路線に加え新たな捕獲路線の追加を検討している。

路線を増やすことで捕獲時間を効率的に使用することが

期待出来る。例えば，捕獲当日の朝の給餌及び安全確認

の段階でその日の林道あるいは給餌場所へのシカの出現

状況を確認し，目撃の多い路線をその日の捕獲対象に設

定するなどすることで，現場状況に対応した捕獲体制を

整えることが可能である。

一方，捕獲路線数の増加に伴う事業経費の増加は避け

られない。道内の森林管理者がシカの捕獲事業を実施す

る上で最も重視する点は費用がどの程度かかり，結果ど

のくらいの効果が得られるのかという部分である。ゆえ

に路線数を増やすことによる費用対効果についての検証

を行う必要がある。

シカの個体数管理に向けた捕獲は，捕獲現場の周辺環

境やシカの行動パターンにより最も効果が期待出来る手

法で行われるが，モバイルカリングもその捕獲手法の一

つとして全道各地で展開されるよう引き続きシカ対策を

含めた森林管理を促進していきたい。

図-7 モバイルカリングの実施マニュアル 

http://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/sr/srs/index.htm
(平成 26 年 11 月 1 日現在)
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 民間資金のみによる捕獲事業 

当センターでは単独の捕獲事業に加え，斜里町・(株)
知床エゾシカファーム・網走南部森林管理署（北海道森

林管理局）の三者による共同捕獲事業を実現させた。こ

れは，斜里町が捕獲主体となって鳥獣保護法に基づく有

害鳥獣捕獲の申請を行い，(株)知床エゾシカファームが

囲いワナ設置と捕獲作業を行い，網走南部森林管理署が

囲いワナ用地を無償提供するというスキームであり，平

成 26 年 2 月に協定を締結した。この捕獲事業によって，

平成 25 シカ年度には 91 頭を捕獲した (図－7)。このスキ

ームはさらに 3 年間続ける予定である。

図－7 捕獲されたエゾシカ及び養鹿場への運搬の様子

林道の除雪による一般狩猟の促進 

一般狩猟によるエゾシカ捕獲を促すため，真鯉地区に

ある林道 1 路線の除雪を 1 月から 2 月にかけて 8 回，延

べ 16 km 行い，56 頭のシカ捕獲に貢献した。

当林道周辺は一般狩猟によるエゾシカ減少を期待して

平成 19 年度から中断期間付きの可猟区となった地域で

ある。その成果もありエゾシカは若干減少しているが，

当局で実施している森林植生調査 (2) ではエゾシカが植

生に強い影響を与えつづけていることが確認されており，

いまだに密度が高いと判断される地域である。

当初はこの地域での囲いワナによる捕獲も検討したが，

下記の点を考慮した結果，林道除雪を実施して捕獲しや

すい条件を整えることで一般狩猟の促進を図ることとし

た。

①可猟区であり一般ハンターが捕獲したほうが低コス

トである。

②狩猟者から，林道除雪により捕獲個体の搬出条件を

改善してほしいとの要望が，斜里町を通じて森林管

理署に出されている。

③地元猟友会は環境省が行った知床岬等での捕獲にも

積極的に参加しており，捕獲数の向上にさらに貢献

していく考えを持っているなど，生態系保全に対し

て意識が高い。

 今後は，自動撮影装置を用いたモニタリング調査等に

よりエゾシカ個体数の動向を把握しながら，除雪林道の

拡大等を検討していく予定である。

今後の展開方向 

1) 関係者との連携強化

今後のエゾシカ捕獲を進めるに当たり，以下の点に着

目して関係者とさらに連携を深めなければならないと考

えている。

(1) 斜里町等との連携

今後予定している新たな捕獲予定箇所の中には町道や

旧国道跡地を利用するものも多くなるため，町などの管

理機関との積極的な調整を行う必要がある。

(2) 希少鳥類の研究者との意見交換

次シカ年度以降の捕獲検討箇所について，希少鳥類の

専門家から以下の意見が出されている。

①希少鳥類の繁殖期間である 2 月から 6 月の捕獲は，

できるだけ避けて欲しい。

②希少鳥類は営巣箇所への人や車両の出入りに敏感な

ので，囲いワナであっても間近での捕獲は避けて欲

しい。

知床半島は海沿いにほぼ隙間無く希少鳥類が生息して

いる地域であり，エゾシカ越冬個体群の捕獲が適切な時

期と，希少鳥類の営巣時期が重なることから対応が難し

いところである。今後も頻繁に研究者と協議をし，囲い

ワナの設置候補箇所ごとに実施内容を柔軟に検討してい

く考えである。

2) 捕獲をさらに進めるための課題

知床半島のエゾシカ生息密度を低下させるには，引き

続き捕獲を実施していく必要があるとともに，捕獲を効

率的かつ長期的に続けられる工夫を進めていくことが重

要である。

(1) 囲いワナ捕獲の低コスト化を図る

 囲いワナ捕獲は銃による捕獲より，一頭当たりの捕獲

コストが高いという欠点がある。しかし，知床半島はエ

ゾシカを捕獲する際，希少鳥類の営巣と生息に配慮しな

ければならない地域であり，今後も囲いワナ捕獲を主体

に実施していかざるを得ない。そこで今後，囲いワナの

設置，撤去，移動の省力化を図るため，部材の耐久性の

確保やパーツ化を進め，コストを削減することが重要と

考える。

また，現在の囲いワナ捕獲は，「ワナを設置する工事」

と「捕獲（オペレーション）作業」をあわせて一契約と

しているが，その両方に対応できる事業者は限られてい

るため，大規模な捕獲事業を展開することが難しいとい

う問題がある。このため，「ワナを設置する工事」と「捕

獲（オペレーション）作業」を別契約にすることも検討

に値すると考えている。

(2) 民間活力を活かした捕獲の促進

およそ年間 20％の割合で増えると言われるほど，繁殖

力の強いエゾシカの生息密度を減らすには，継続的に捕

獲圧をかけていく必要がある。しかし，行政のみで大規

模かつ集中的な捕獲を続けるのは限界があるとともに，

近年シカ肉の需要の広がりがみられていることから，今

後は民間主体の継続的な捕獲を導入することが有効であ

る。この点から当センターでは，今回，前述した 2 つの

協定を締結するなど民間活力を活かした手法も試行した

ところである。

の経験から，エゾシカの囲いワナに誘引できるのは 500
m までと想定されたことから，当初当センターが想定し

た捕獲場所では競合する恐れがあると考えられた。この

ため，他の候補地を有していた当センターが囲いワナ設

置場所の変更を検討することとした (図－3)。
(2) 地域住民との連携

地域住民には，捕獲事業実施への理解と協力を求めた。

その結果，当初想定した捕獲場所では囲いワナ捕獲に伴

うヒグマの出没に不安を感じる住民もいることがわかっ

た。さらに冬期のエゾシカの集結状況を，地元住民など

から聞き取った結果，ウトロ国設野営場付近がより候補

地として適していることがわかった。

また，地元自治会長等に説明を行うとともに，町の広

報紙を通じて地域住民へ捕獲実施を周知した。

(3) 希少鳥類について研究者との連携

オジロワシをはじめとして，希少鳥類の研究者 3 名か

ら生息状況を聞き取った。その結果，ウトロ国設野営場

周辺で囲いワナ捕獲を実施しても希少鳥類への影響はな

いことがわかった。

(4) 捕獲個体受入業者との連携

エゾシカ捕獲では，捕獲したシカを殺処分して廃棄物

として処理する場合，さらなる経費がかかってしまう点

も問題になる。そこで，当センターでは真鯉地区にある

(株)知床エゾシカファームと，捕獲したシカを無料で引

き取っていただく協定を結んだ。このことで，廃棄物処

理費の削減，迅速な引き取り及びシカの有効利用を可能

にした。

図－3 捕獲場所変更前及び変更後位置図 

4) 技術的な課題

今回の囲いワナ捕獲では，警戒心の低い当年仔を多く

捕獲できたが，メス成獣はあまり捕獲できなかった(表－

1)。メス成獣の個体は，シカ侵入口付近にとどまり，ワ

ナ内部まで誘引することが難しい状態だった (図－4) 。
当囲いワナはウトロ市街にシカやクマが侵入するのを

防ぐために平成 18 年に設置された防鹿熊柵に併設する

形 (図－2) で設置しており，メス成獣は防鹿熊柵より市

街地側に入れないと学習していた可能性がある。

また，囲いワナ全体がカーブ状だったためシカに閉塞

感を与えてしまったこと (図－5)，囲い込み部に使用した

耐水板にエゾシカが映り込み警戒させてしまったことも

シカ捕獲を妨げた原因となった可能性がある。

今後は，シカ侵入口（落とし扉）を森林内に設けるこ

と，耐水板を光沢のない部材に変更するなどの対策を行

う考えである。また，おとりジカを導入することでワナ

内部に警戒心の強いシカを誘引することも検討していく

予定である。おとりジカとは，警戒心の強いシカを誘引

するためのシカで，環境省が知床で行っている例（聞き

取り）は以下の通りである。

①警戒心の弱いシカ（以下，おとりジカ）を捕獲しタ

グをつけて放獣する。

②おとりジカを捕獲したら必ず放獣する。

③「囲いワナは安全」と学習したおとりジカが頻繁に

囲いワナに出入りするようになる。

④おとりジカの様子を見たシカが，警戒を解き囲いワ

ナに入るようになる。

表－1 ウトロ国設野営場での捕獲実績内訳

シカ性別他 捕獲頭数 

0 歳 24 頭 

メス成獣 14 頭 

オス成獣  3 頭 

合計 41 頭 

図－4 扉の前までは誘引できたもののワナ内に

入らないメス成獣の集団

図－5 囲い込み部内部の様子
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 民間資金のみによる捕獲事業 

当センターでは単独の捕獲事業に加え，斜里町・(株)
知床エゾシカファーム・網走南部森林管理署（北海道森

林管理局）の三者による共同捕獲事業を実現させた。こ

れは，斜里町が捕獲主体となって鳥獣保護法に基づく有

害鳥獣捕獲の申請を行い，(株)知床エゾシカファームが

囲いワナ設置と捕獲作業を行い，網走南部森林管理署が

囲いワナ用地を無償提供するというスキームであり，平

成 26 年 2 月に協定を締結した。この捕獲事業によって，

平成 25 シカ年度には 91 頭を捕獲した (図－7)。このスキ

ームはさらに 3 年間続ける予定である。

図－7 捕獲されたエゾシカ及び養鹿場への運搬の様子

林道の除雪による一般狩猟の促進 

一般狩猟によるエゾシカ捕獲を促すため，真鯉地区に

ある林道 1 路線の除雪を 1 月から 2 月にかけて 8 回，延

べ 16 km 行い，56 頭のシカ捕獲に貢献した。

当林道周辺は一般狩猟によるエゾシカ減少を期待して

平成 19 年度から中断期間付きの可猟区となった地域で

ある。その成果もありエゾシカは若干減少しているが，

当局で実施している森林植生調査 (2) ではエゾシカが植

生に強い影響を与えつづけていることが確認されており，

いまだに密度が高いと判断される地域である。

当初はこの地域での囲いワナによる捕獲も検討したが，

下記の点を考慮した結果，林道除雪を実施して捕獲しや

すい条件を整えることで一般狩猟の促進を図ることとし

た。

①可猟区であり一般ハンターが捕獲したほうが低コス

トである。

②狩猟者から，林道除雪により捕獲個体の搬出条件を

改善してほしいとの要望が，斜里町を通じて森林管

理署に出されている。

③地元猟友会は環境省が行った知床岬等での捕獲にも

積極的に参加しており，捕獲数の向上にさらに貢献

していく考えを持っているなど，生態系保全に対し

て意識が高い。

 今後は，自動撮影装置を用いたモニタリング調査等に

よりエゾシカ個体数の動向を把握しながら，除雪林道の

拡大等を検討していく予定である。

今後の展開方向 

1) 関係者との連携強化

今後のエゾシカ捕獲を進めるに当たり，以下の点に着

目して関係者とさらに連携を深めなければならないと考

えている。

(1) 斜里町等との連携

今後予定している新たな捕獲予定箇所の中には町道や

旧国道跡地を利用するものも多くなるため，町などの管

理機関との積極的な調整を行う必要がある。

(2) 希少鳥類の研究者との意見交換

次シカ年度以降の捕獲検討箇所について，希少鳥類の

専門家から以下の意見が出されている。

①希少鳥類の繁殖期間である 2 月から 6 月の捕獲は，

できるだけ避けて欲しい。

②希少鳥類は営巣箇所への人や車両の出入りに敏感な

ので，囲いワナであっても間近での捕獲は避けて欲

しい。

知床半島は海沿いにほぼ隙間無く希少鳥類が生息して

いる地域であり，エゾシカ越冬個体群の捕獲が適切な時

期と，希少鳥類の営巣時期が重なることから対応が難し

いところである。今後も頻繁に研究者と協議をし，囲い

ワナの設置候補箇所ごとに実施内容を柔軟に検討してい

く考えである。

2) 捕獲をさらに進めるための課題

知床半島のエゾシカ生息密度を低下させるには，引き

続き捕獲を実施していく必要があるとともに，捕獲を効

率的かつ長期的に続けられる工夫を進めていくことが重

要である。

(1) 囲いワナ捕獲の低コスト化を図る

 囲いワナ捕獲は銃による捕獲より，一頭当たりの捕獲

コストが高いという欠点がある。しかし，知床半島はエ

ゾシカを捕獲する際，希少鳥類の営巣と生息に配慮しな

ければならない地域であり，今後も囲いワナ捕獲を主体

に実施していかざるを得ない。そこで今後，囲いワナの

設置，撤去，移動の省力化を図るため，部材の耐久性の

確保やパーツ化を進め，コストを削減することが重要と

考える。

また，現在の囲いワナ捕獲は，「ワナを設置する工事」

と「捕獲（オペレーション）作業」をあわせて一契約と

しているが，その両方に対応できる事業者は限られてい

るため，大規模な捕獲事業を展開することが難しいとい

う問題がある。このため，「ワナを設置する工事」と「捕

獲（オペレーション）作業」を別契約にすることも検討

に値すると考えている。

(2) 民間活力を活かした捕獲の促進

およそ年間 20％の割合で増えると言われるほど，繁殖

力の強いエゾシカの生息密度を減らすには，継続的に捕

獲圧をかけていく必要がある。しかし，行政のみで大規

模かつ集中的な捕獲を続けるのは限界があるとともに，

近年シカ肉の需要の広がりがみられていることから，今

後は民間主体の継続的な捕獲を導入することが有効であ

る。この点から当センターでは，今回，前述した 2 つの

協定を締結するなど民間活力を活かした手法も試行した

ところである。

の経験から，エゾシカの囲いワナに誘引できるのは 500
m までと想定されたことから，当初当センターが想定し

た捕獲場所では競合する恐れがあると考えられた。この

ため，他の候補地を有していた当センターが囲いワナ設

置場所の変更を検討することとした (図－3)。
(2) 地域住民との連携

地域住民には，捕獲事業実施への理解と協力を求めた。

その結果，当初想定した捕獲場所では囲いワナ捕獲に伴

うヒグマの出没に不安を感じる住民もいることがわかっ

た。さらに冬期のエゾシカの集結状況を，地元住民など

から聞き取った結果，ウトロ国設野営場付近がより候補

地として適していることがわかった。

また，地元自治会長等に説明を行うとともに，町の広

報紙を通じて地域住民へ捕獲実施を周知した。

(3) 希少鳥類について研究者との連携

オジロワシをはじめとして，希少鳥類の研究者 3 名か

ら生息状況を聞き取った。その結果，ウトロ国設野営場

周辺で囲いワナ捕獲を実施しても希少鳥類への影響はな

いことがわかった。

(4) 捕獲個体受入業者との連携

エゾシカ捕獲では，捕獲したシカを殺処分して廃棄物

として処理する場合，さらなる経費がかかってしまう点

も問題になる。そこで，当センターでは真鯉地区にある

(株)知床エゾシカファームと，捕獲したシカを無料で引

き取っていただく協定を結んだ。このことで，廃棄物処

理費の削減，迅速な引き取り及びシカの有効利用を可能

にした。

図－3 捕獲場所変更前及び変更後位置図 

4) 技術的な課題

今回の囲いワナ捕獲では，警戒心の低い当年仔を多く

捕獲できたが，メス成獣はあまり捕獲できなかった(表－

1)。メス成獣の個体は，シカ侵入口付近にとどまり，ワ

ナ内部まで誘引することが難しい状態だった (図－4) 。
当囲いワナはウトロ市街にシカやクマが侵入するのを

防ぐために平成 18 年に設置された防鹿熊柵に併設する

形 (図－2) で設置しており，メス成獣は防鹿熊柵より市

街地側に入れないと学習していた可能性がある。

また，囲いワナ全体がカーブ状だったためシカに閉塞

感を与えてしまったこと (図－5)，囲い込み部に使用した

耐水板にエゾシカが映り込み警戒させてしまったことも

シカ捕獲を妨げた原因となった可能性がある。

今後は，シカ侵入口（落とし扉）を森林内に設けるこ

と，耐水板を光沢のない部材に変更するなどの対策を行

う考えである。また，おとりジカを導入することでワナ

内部に警戒心の強いシカを誘引することも検討していく

予定である。おとりジカとは，警戒心の強いシカを誘引

するためのシカで，環境省が知床で行っている例（聞き

取り）は以下の通りである。

①警戒心の弱いシカ（以下，おとりジカ）を捕獲しタ

グをつけて放獣する。

②おとりジカを捕獲したら必ず放獣する。

③「囲いワナは安全」と学習したおとりジカが頻繁に

囲いワナに出入りするようになる。

④おとりジカの様子を見たシカが，警戒を解き囲いワ

ナに入るようになる。

表－1 ウトロ国設野営場での捕獲実績内訳

シカ性別他 捕獲頭数 

0 歳 24 頭 

メス成獣 14 頭 

オス成獣  3 頭 

合計 41 頭 

図－4 扉の前までは誘引できたもののワナ内に

入らないメス成獣の集団

図－5 囲い込み部内部の様子
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 また，3 月中旬から 4 月中旬までは，当地域でのシカ

捕獲に適した時期でありながら，行政機関の年度替わり

の時期であり，思い通りの事業発注が難しい時期である。

このため，当センターでは，平成 25 シカ年度に設置した

囲いワナを民間事業者に貸し出すことも検討中である。

民間事業者にとってはワナ設置費用を負担せずに捕獲を

行えるという大きなメリットがあることから，借り手が

現れるものと期待している。

 三者協定方式やワナ貸し出しについては職員のアイデ

アであるが，関係する民間事業者からも，今後コスト面

を含め様々な知恵が生まれるかも知れない。それらの知

恵も上手に取り入れることで知床の生態系保全につなげ

ていきたいと考えている。
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